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Abstract
The objective of this study is to grasp the current state and the issues of lunch times at the
elementary school in view of the cooperation of nursery, kindergarten and elementary school on how to
teach and support these schools about Shokuiku. The survey research by mail was carried out for the
first-grade teacher at the elementary school in Hyogo Prefecture, in January 2012. The response rate to
the questionnaires was 47.3％ and the valid responses were 380.
In the result of the survey research, the situation of lunch time was suggested in the following.
Lunch meal is the core and as a real-life teaching for first graders in the elementary school. They have
lunchmeal in a certain seat in their class roomwith their classmates together. They serve trays of food
themselves. After they listen to the explanation of the menu for lunch meal by the class teacher or the
nutrition teacher, they then start to eat and say “Itadakimasu” together which means thank you very
much for themeal. The reason for this practice is to make the children become responsible and aware of
their manners during meals. The time for lunch meal is about 30 minutes.
The result of survey for the first-grade teacher at the elementary school was compared to the
preschool children teacher at the kindergarten in view of the support or the teaching for social
interaction at lunchtimes. There were differences in guidance between the children in the
kindergarten, for example, one child finds for a seat next to his/her peers to enjoy the meal together and
the students in the elementary school sit on an assigned seat or offered by their teacher during
lunchtime. A lot of the respondents from the survey conducted for the kindergarten had shown that the
teachers sit together with their pupils during lunch time, and half of the respondents from the survey
for the elementary school, teachers sit in their own desk where they can supervise and overlook their
pupils while they are having their lunch break. There were a lot of respondents who have recognized a
chance for the children to nurture their ability in having and creating good relationship with other
children and including their teacher at lunchtime. However, with the result of the survey, the practices
during lunch time at the preschool, kindergarten, and the elementary school have shown that they do
not have certain plan from the teacher to conduct a proper Shokuiku to bring awareness to the children
how they could develop the human relations through “eating”.
Finally, based on the result of the survey where there was no such support or teachings on
Shokuiku given to the pupils by teachers during lunch break. It was then suggested that the schools
should promote Shokuiku to be part of the curriculum in the preschool or kindergarten and elementary
first grade level. The pupils will learn proper table manners in having their meals either at home or at
school. So with this additional curricular activity, the pupils moving up to elementary first grade level
will be knowledgeable about Shokuiku and to continue practicing it in their lifetime.
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．はじめに
大学の食堂（学食）には窓や壁に面したカウン
ター席がある。カウンター席を利用するのは、ひと
りで食事をしている人がほとんどである。ひとりで
食事をしたい者にとっては、誰にも邪魔されずに自
分のペースで食べ終えられるのでなかなか人気らし
い。誰かと食事をしたいときはテーブル席を選べば
よく、カウンター席の出現によって食事環境の選択
肢が増えたといってよい。しかし、相席になること
がないので、友人はもちろんのこと、知らない人や
知っているけれどあまり話したことがない人など
と、挨拶や言葉を交わすことがなくなり、食事を通
した交流の機会は減っているかもしれない。
食卓を共にする、すなわち、共食を食育では重視
している。よく問題視されるのは、家庭における共
食である。家庭において子どもがひとりあるいは兄
弟だけで食べる孤食が問題視されて以来、その改善
が課題のひとつになってきた。2011年に策定された
第次食育推進計画において「家庭における共食を
通じた子どもへの食育の推進」は重点課題となって
いる。大人の生活時間や働き方が変わり、仕事と生
活の調和が進まない限り、この問題は改善されな
い。
一方、家族以外との共食についてはその問題が食
育の問題として議論されることは少ない。我々の社
会には、食事を通して親密な関係を構築していく機
会がよくある。通過儀礼や年中行事の際の会食、学
校や職場の親睦会や歓送迎会、さらには国際交流や
ビジネスの交渉にも会食は重要な役割を果たしてい
る。また、日常的に行われる、保育や教育の現場に
おける昼食・給食や学食や社員食堂の食事でも、共
食は仲間との交流や情報交換の場として機能してい
る。その共食を保育や教育の現場ではどのように捉
えているのであろうか。
就学前教育・保育施設では、預かり保育、延長保
育が実施され、幼児が家庭外の教育・保育施設で過
ごす時間は以前に比べ格段に長くなった。特に家族
が共に食卓を囲むことを通して感じる共感や連帯感
の実感体験は、幼児の生活から量的に減少しつつあ
るのが現状である。このことは、幼児が従来、家庭
生活での人間関係を通して身につけていた知識・態
度・技能の習得について、家庭外の就学前教育・保
育施設が補完していく必要性を示している。外山
（2000）は幼稚園の・歳クラスの食事場面を検
討し、食べること自体、また、共に話しながら食べ
ることが安定した活動としてなり立っており、その
安定性を活用して、幼児が仲間関係を深め、広げる
様子を報告している。家族に対する共感や連帯感
と、仲間や保育者に対する共感や連帯感は、当然異
質のものではあるが、就学前教育・保育施設での食
事場面を通して、他者と楽しさをわかちあったり、
つながりを実感したりする経験を通して、幼児の人
間関係が豊かになり、社会性が育っていくことが期
待されている。
また、無藤（2001）は、食が食事という形になる
ことを通して、栄養・エネルギー摂取と、おいしさ
と、社交性を結合する場になったとし、人間関係の
親密性と食は深く繋がっている故に、子どもが乳幼
児期や思春期において特につまずきを見せることが
あることを指摘している。このように考えると、就
学前教育・保育施設での共食は、子どもにとって決
して気楽に成り立っていくものではなく、発達的に
重大な課題であり、共食に対する保育者の援助の中
味が問われる。
ところが、多くの保育者が共食場面に幼児の仲間
関係に関する教育的意義を期待し、しかも、このこ
とを活かした実践まで行っている場合もありなが
ら、保育の現場では経験知に基づいた支援に留まっ
ている。集団生活における共食時の保育者の援助、
すなわち、子どもの人間関係を豊かにし、社会性の
育ちを促すことを目的とした人的・物理的環境構成
に関する研究報告は皆無である。
筆者らがこれまで行ってきた研究の目的は、就学
前教育・保育施設における共食が、他者への共感や
連帯感をもつ機会としてどのように機能している
か、幼児期の共食と人間関係の育ちに関する教育的
意義を把握し、その結果を基に、共食時の保育者の
援助の指標を検討して、保育者養成や現職教育に活
かすことである。兵庫県下の認可保育所を対象にし
た調査結果（今津屋・日浦 2013）から、給食の時
間は、健康、いのちの育ち、人間関係、食文化、料
理の観点から取り組みが可能な、総合的な食育の機
会として認識されていることが明らかになった。特
に、健康に関しては栄養士や保育者による食材の話
など、給食の時間を活用した食育が行われている。
しかし、人間関係という視点にたった環境整備や支
援は他の視点にたった実践に比べて少なく、発達段
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階を踏まえた支援についてはその実態を読み取るこ
とができなかった。
本研究は、先述の研究目的の遂行上、就学前教
育・保育の内容と就学後の小学校教育の内容とがい
かに連携しているか、幼小連携という観点から小学
校の食育の実践の実態、特に教師が人間関係の観点
から給食時の指導を行っているか、その実態と課題
を捉えることを目的としている。
平成25年に文部科学省が立ち上げた「今後の学校
における食育の在り方に関する有識者会議」の報告
書の中に、各学校（幼稚園、小学校、中学校など）
における取り組みをつなぎ、点から線へとすること
が明記されている。具体的には、次期学習指導要領
にはどの学年で何をどこまで学ぶのかを示し、食育
の教科書を作成すること、就学前や高等学校にも目
を向けることとある。このことは、食育における幼
小連携がまだ十分に機能していないことを示してい
る一方、今後の推進が期待されていることがわか
る。本研究の成果は、食育における幼小連携推進に
必要かつ重要な資料として提供できるものである。
．方法
小学校について、兵庫県下の全小学校（806校）
の年生のクラス担任を対象に、郵送による質問紙
調査を実施した（2012年月実施）。質問紙の回収
率は47.3％、有効回答数380であった。その結果を
もとに、小学校教諭の食育に関する意識と実践の実
態および給食時の指導の特徴について考察した。
質問紙で得られたデータについて、信頼度95％の
下で母比率の区間推定を行い比較した。選択肢間に
有意な差が認められるかを確認することで、小学校
の「食育」の実態や「食育」に対する意識の特徴を
検討した。なお、母比率の区間推定には以下の式を
用いた。
各選択肢間の母比率の区間推定
P± Z×  P（100−P)／n
Z＝1.96
n＝標本数
P＝標本比率（％）
幼小連携の実態を検討するため、幼稚園を対象に
した調査結果と今回の結果について比較検討した。
比較の対象とした調査は、筆者ら（日浦・今津屋
2011）が2011年月に実施した、兵庫県の公・私立
幼稚園（694）の歳児クラス担当者を対象にした
質問紙調査である（回収率56.2％、有効回答数387
の分析）。比較のうち、保育者や教師の捉えている
昼食の意義が昼食時の支援や指導にどのように現れ
ているか、クロス集計（SPSS）を用いて分析した。
分析した項目は、昼食の意義と昼食時の子どもの
席、および昼食時のマナーの留意点と昼食時の保育
者や教師の席の関係である。
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2-3 年未満 5.8
97.9（％） 1 年未満 1.3（％）
設置者 記入者の教師歴年数
国公立
私立
表 小学校回答者の属性（n＝380）
無回答
0.5 3-5年未満 7.1
1.6
無回答
20.0（％）
23.7
27.4
15.5
9.5
3.9
0
児童数
100名未満
100-250名未満
250-500名未満
500-750名未満
750-1000名未満
1000名以上
栄養教諭・学校栄養職員の配置状況
栄養教諭の配置有り（専任）
栄養教諭の配置有り（他校と兼任）
学校栄養職員の配置有り（専任）
15.5
11.8
56.3
2.1
29.2（％）
16.8
6.1
5-10 年未満
10-20 年未満
20 年以上
無回答
32.1（％）
33.4
31.3
3.2
所在地
市街地
郊外の住宅地
農業・漁業・林業を営む家が多い地域
無回答
いずれも配置なし
その他
無回答
（複数回答処理）
5.8
42.1
1.6
0.8
学校栄養職員の配置有り（他校と兼任）
筆者らの調査報告（今津屋・日浦 2013）（日浦・
今津屋 2011）において、就学前教育・保育の保育士、
教諭のことを、保育者と表してきた。本稿の幼稚園
教諭についても同様に表した。
．結果および考察
）小学校教諭の「食育」に対する意識と実践の
実態
本調査の回答は小学校年生の担任に依頼した。
勤続年数20年以上という回答者が56.3％であり、
年以上をあわせると83.6％となった（表）。栄養
教諭、学校栄養職員のいずれも配置されていないと
いう回答は42.1％と高かったが、学校に配置されて
いなくても、給食センターあるいは教育委員会に栄
養教諭や栄養職員が配置されている場合もある。兵
庫県の場合、栄養教諭の設置率（平成25年栄養教諭
配置数÷平成22年栄養教諭と学校栄養職員の合算）
は全国位である。昭和49年には学校栄養職員が
108人だったのが、平成21年の段階では栄養教諭316
人、臨時講師10人、学校栄養職員123人となった。
学校栄養職員の配置は標準の定数はあるものの、栄
養教諭の配置については自治体に任せられている。
以上の配置状況からは、兵庫県においては、食育に
対する栄養教諭や学校栄養職員の役割への期待は大
きいことがわかる。
食育の取組や進め方について尋ねた結果を表に
示した。各問いに対する回答は、非常にあてはま
る、ややあてはまる、あまりあてはまらない、全く
あてはまらないの段階とした。表の「あてはま
る」には非常にあてはまるとややあてはまるの合計
を、「あてはまらない」にはあまりあてはまらない
と全くあてはまらないの合計を示した。「学校とし
ての食育の計画づくり」、「目標の設定」、「食に関す
る指導に係る計画の作成や給食の時間に食に関する
指導をしている」については90％以上が「あてはま
る」と回答している。一方、「実践・指導後の記録
や評価への取組」や「食育の共通理解のための教職
員研修の実施」は50％前後であり、取組・進め方に
少ない傾向がみられた。これより、実践がその後の
計画・実践へとつながっていないことが推察され
た。また、「保育所や幼稚園との連携や協力体制が
整っている」に対しては、「あてはまらない」が
47.1％であり、保幼小の連携への働きかけがさらに
必要であることがわかった。
食育の指標にしているものについては、「食育に
関する指導の手引き」が最も多かった（表）。「食
育に関する指導の手引き」とは、食に関する指導の
基本的な考え方や指導方法等について示したもの
で、平成19年に文部科学省から提示され、平成22年
に改訂版が発行された。その他の項目に記されてい
たのは、ひょうご食育推進事業が発行している「学
校における食育実践プログラム」や、ほかに各自治
体が作成したものがあった。
図および図は、「食育に関連した特別活動や
教科等ではどのようなことをどの程度、目標として
いますか」という問いに対する回答を示したもので
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＊母比率の区間推定結果、「あてはまる」と「あてはまらない」の間に有意差が認められたもの
地域に食育の取組を伝え、理解・協力を求めている。
地場産物の活用をしている。
学校として食育の計画づくりに取り組んでいる
学校として食に関する指導の目標を設定している
学校として「食に関する指導に係る全体計画」を作成している
学年ごとの食に関する指導の目標を設定している
給食の時間に食に関する指導をしている
食育の取組・進め方
学年ごとに食に関する指導の内容を抽出、整理することにしている
食育に関する記録を作成し、その後の指導計画に活かしている
食育に関する評価を行い、その後の計画・実践に活かしている
個別的な相談指導を行っている
表 食育の取組・進め方について（n＝380）
91.4＊
17.6 81.9＊
9 90.5＊
6.3 93.2＊
（％） 7.9 （％） 91.9＊
あてはまらない あてはまる
食育の共通理解のため、教職員を対象とした研修を行っている
取組充実のため、職員会議等を通して体制づくりを行っている
保護者に食育の取組を伝え、理解・協力を求めている
保育所や幼稚園との連携や協力体制が整っている 47.1
20.8 78.6＊
30.6 68.7＊
52.1 46.8
11.6 86.6＊
47.9 51.6
46.9 52.7
24.5 75.2＊
8.1
12.9 84.2＊
52.1 46.9
52.4
ある。食に関わる活動としては、予め給食や栽培活
動のつの名称を質問紙に示したほかは自由記述を
依頼した。各活動の観点は、先述の「食に関する指
導の手引き」（2010）を参考にしている。「意識して
いる」（非常に意識している、やや意識している
という回答数の和）、「意識していない」（あまり意
識していない、全く意識していないという回答数の
和）の間に母比率の区間推定を行った結果、全てに
おいて有意差が認められ、給食および栽培について
は、ねらいを意識して取り組んでいることが推察で
きた。
給食について、非常に意識しているという回答が
最も多かったのは、「感謝の心」が73.2％、「心身の
健康」が60.8％、「食事の重要性」が67.9％、やや
意識しているが最も多かったのは「社会性」は
43.4％や「食文化」45.4％であった。筆者らが保育
所を対象におこなった調査（今津屋・日浦 2013）
においても、給食はつの観点（保育所における食
育の指針）に対する意識が他の活動に比べて高く、
給食は食育のつの観点を内包できる総合的な活動
であることを示唆した。今回の結果は、小学校にお
いても給食は生きた教材として食育活動の中心と
なっていることを示している。
栽培活動については、非常に意識している回答が
多かったのは、「感謝の心」38.7％であり、他の観
点はやや意識している方が多かった。食育における
栽培活動の多くは、米や野菜を育て、それを食材と
して調理し食するまでを一連の学習としている。そ
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表 食育の取組・進め方について主に参考にしているもの
45.8
6.6
6.1
（％） 1.6
無回答
複数回答
その他
食に関する指導の手引き
学習指導要領
食育推進基本計画
食育基本法
30.3
4.2
5.5
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図 栽培の観点
の学びを通して、食べることは他の生命の命をいた
だいていることに気づかせることを目的にしてお
り、そのことを本結果からも読み取ることができ
た。
調理活動については、生活科の授業において27件
の回答にみられた。保育所や幼稚園の食育において
は調理活動が多く取り入れられている。保育所にお
ける食育の目標は、食を営む力の育成の基礎を培う
ことであり、目指す子ども像のひとつに「食事づく
り、準備に関わる子ども」がある。その実現を目指
す活動として、保育所や幼稚園においてはクッキン
グ保育が行われている。小学校入学後は、その活動
を引き継ぐような教科は年生から始まる家庭科以
外になく、食育活動のうち調理活動は就学前教育と
の連続性がカリキュラムにおいては整っていない。
保育所や幼稚園で取り組んできた調理活動を引き
継いでいくには、学級活動や生活科の授業に取り入
れることである。生活科は新設の趣旨の中に幼児教
育との連携が重要な要素として位置づけられている
ことからも、幼児教育でおこなわれている食育活動
が継続されることが期待されている。生活科の内容
は、自分自身の成長、学校生活、家庭生活、地域の
交流、公共性、自然への関わり、動植物の生命の営
みなどを学び、理科や社会や家庭科につながるよう
に多岐に渡っている。調理まで含めた系統的な食育
への取り組みに、限られた授業時間数を使うことは
難しいのかもしれない。本研究結果からは、生活科
の授業において月見、団子づくりのように年中行事
との関連付けたものやおいもパーティのように収穫
と関連づけた調理活動がみられた。27件と数は多く
なかったが、生活科の内容に調理活動を取り上げら
れることがわかった。生活科の内容に調理活動は求
められていないが、「食に関する指導の手引き」に
は、栄養教諭とのティームティーチングによる調理
活動の例も取り上げられている。家庭科のような調
理実習のレベルではなくても、児童が料理に親し
み、興味をもたせるような働きかけが、生活科の授
業で可能なのである。そのためには、幼児の調理活
動に対する支援・指導のスキルをもつ就学前教育・
保育と小学校との情報交換が必要である。
）小学校における給食の実態
給食の実施状況を図に示した。ほとんどの学校
で給食は実施されているが、昼食が弁当という学校
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図 給食の実施状況
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も校あった。給食調理の方法については、自校調
理方式50.4％、センター調理方式49.0％であった。
食事の場所は教室が85.4％、給食の配膳は主に児童
が行っているところが94.7％と最も多かった。教室
以外に、ランチルームで食事をとっているところは
7.6％であった。給食の開始は、ほとんどが一斉に
始めていたが、個々の状態に合わせて始めるところ
が校あった。
一緒に給食をとる食事の仲間は、クラス毎が86％
と最も多く、学年毎が4.7％、その他が3.7％であっ
た。教室で食べる場合はクラスの仲間との共食にな
るが、ランチルームの設備のある学校ではクラス以
外の仲間との共食が可能である。
座席については、固定席が82.6％と多かった。座
席を決める際の最も重視している留意点は、仲間関
係が最も多く、63.9％であった。固定席の場合、そ
れが授業時と同じなのか、食事の時と授業時の座席
は異なるのかについては今回の調査では判明できな
かった。
食事の時間については、30分以内が67％、30〜60
分は28％だった。小学校では食事時間は30分程度だ
が、本調査は年生担任を対象としているため、必
ずしも30分では終っていないところもみられた。
当日の献立や食材の説明をしているのは、教師が
31.1％、栄養教諭・学校栄養職員が15.5％であった。
視聴覚教材などを使った栄養教育を行なっているの
は、栄養教諭・学校栄養職員が36.8％、教師が
28.9％であった。栄養教育について、栄養教諭が専
任として配置されている学校ではその割が、学校
栄養職員が専任として配置されている学校ではその
割が行っており、栄養教諭・学校栄養職員の専門
性が活用されていることがわかった。これは栄養教
諭・学校栄養職員の配置の有無は、配置によっても
たらされる教育的効果の差が現れることを示唆して
いる。
表に、教師は食と関連した子どもの状況につい
てどのくらい認識しているのか尋ねた結果を示し
た。「一緒に食べるのを楽しんでいる」子どもの姿
は非常に認識されているという回答が58.4％と最も
高く、やや認識していると合計すると95.5％であっ
た。
図には、教師から見た「子どもが食事を楽しん
でいる様子」を示した。子どものどのような様子か
ら「食事を楽しんでいる」と判断するのかを尋ねた
ところ、「仲間と味わって食べる」「笑顔で食べる」
「食べもののことを話題にしている」「友だちや家族
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1)高橋（2005）
食事前に空腹感がある
よく噛んで味わって食べている
一緒に食べるのを楽しんでいる
家庭で食事の手伝いをしている
食べもの等に興味を持ち話をする
配慮事項1）
表 食と関連した子どもの状況に対する教師の認識（n＝380）
11.6 （％） 0.3 （％） 2.1 （％）
非常にしている ややしている あまりしていない 全くしていない 無回答
61.8 26.8 0.3 2.1
58.4 37.1 2.4 0 2.1
16.8 62.1 18.7 0.3 2.1
32.1 （％） 53.9 （％）
13.4 63.2 20.5 0.8 2.1
8.9
図 教師から見た「子どもの食事を楽しんでいる様子」（n＝380）
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のことを話題にして食べる」については、非常に思
う、やや思うという回答数の和が90％前後であっ
た。回答者は「話題」「笑顔」「仲間」に関する様子
を子どもが食事を楽しんでいると判断していると推
測される。このことは、教師が子どもの人間関係の
視点から食事の楽しさを判断する傾向にあることを
示唆している。一方、ひとりで味わって食べる様子
については思わない（あまり思わないと全く思わな
いの和）という回答が56％となり他に比べて多かっ
た。
回答者自身が「楽しい食事」をどのように捉えて
いるかを把握するため、回答者の考える楽しい食事
のキーワードを尋ねた。抽出されたキーワードを、
先の報告（今津屋・日浦 2013）に準じてつのグ
ループに分類した結果を図に示した。仲間、笑
顔、会話など人間関係に分類されるキーワードが最
も多かった。本結果は、回答者が、子どもたちを見
て「食事を楽しんでいる」と判断する視点と重なっ
ていることを示唆している。
）昼食時の援助および指導について
今回の兵庫県下の全小学校を対象にした調査の結
果のうち、昼食時の援助および指導について、幼小
の連携という視点から、筆者らが行った兵庫県下の
全公・私立幼稚園を対象にした調査結果（日浦・今
津屋 2011）と比較し、検討した。
表に、昼食時の援助および指導の留意点につい
て尋ねた結果を示した。食事のマナーのうち挨拶、
姿勢、会話や話題について、意識的に児童に対して
伝えたり、一緒に行っていることは何か、選択して
もらったところ、挨拶については、食前に全員で一
緒に「いただきます」というのは、幼稚園も小学校
も行っているところが90％以上と多かった。一方、
食後のごちそうさまについては、食事が終わったら
個々にいうようにしているところが幼稚園で53％
教育学論究 第号 2 0 1 4
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 6号／
／今津屋・日浦  校
34
無回答
食べものを口に入れたまま話さないようにする
食事中、むやみに立ち上がって遊ばないようにする
食前にクラス全員で一緒に「いただきます」という
食事を始める前に個々で「いただきます」という
食前に食事を作って下さった方や食べものがあることへの感謝について言及する
挨拶
話題は子ども達の楽しさを邪魔しないように子どもにまかせている
食事中にふさわしくない内容の話題（行儀悪いと判断した話題）については注意する
食事中の「ふざけ」が行き過ぎていると判断した場合は注意する
無回答
表 昼食時のマナーに関する援助の留意点について（複数回答可とし集計）
4.7
（％） 90.4 （％） 94.2
38.2
53.0
5.4
幼稚園 小学校
77.5
82.7
35.7
76.0
86.3
5.9
食後にクラス全体で一緒に「ごちそうさま」という
食事が終わったら個々に「ごちそうさま」という
会話 話題
大声で騒がないようにする
84.5
1.8
4.7
33.9 28.4
76.3
85.5
33.9
3.1 0.5
83.9
86.3
75.7
75.5
79.6
5.9
幼稚園
72.1
姿勢
背筋を伸ばしてまっすぐ座り食べる
箸、スプーン、フォーク等を持っていない方の手を食器や弁当箱に軽くそえるようにする
テーブルに肘をつかないようにする
無回答
小学校
55.8
68.7
78.2
8.7
小学校
79.7
幼稚園
＊：教師自身の「楽しい」食事について、イメージする楽しい食
事の要素（キーワード）をつ挙げてもらい、それをカテゴ
リー別に分類し、集計した。
図 教師が楽しい食事のイメージとしてあげたキー
ワードの分類＊
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あった。
幼稚園や保育所の実践においては、幼い時期は食
事時間の個人差が大きく、食事の終了は個々によっ
て異なるため、個別に「ごちそうさま」を言うよう
指導していることが推察される。保育所において
は、お腹がすく時刻も個々に異なるため、食事の開
始も、子どもが個別に食事をはじめる所もあった
（今津屋・日浦 2013）。マナーとは直接関係ないが、
先にも指摘したように、保育所・幼稚園から小学校
への移行期には、一斉に食事を始め、終えるという
ことに無理がないよう、柔軟な対応が必要であると
思われる。
姿勢に関するマナーについては、「背筋を伸ばし
てまっすぐ座り食べる」、「箸、スプーン等を持って
いない方の手を食器などに軽くそえる」、「テーブル
に肘をつかないようにする」について、幼稚園の場
合は 75.7％、75.5％、79.6％、小学校の場合は
55.8％、68.7％、78.2％の回答者が注意をしていた。
同時に注意していない回答者がいることもわかっ
た。「背筋を伸ばしてまっすぐ座り食べる」につい
ては、幼稚園に比較的多いことがわかった。正しい
姿勢を維持することは年齢的に難しいことも考えら
れるが、幼稚園の場合、弁当昼食が多く、弁当箱を
持って食べることが難しいため、姿勢が悪くなるこ
とも考えられる。
食事中の会話・話題については、「食事中のふざ
けが行過ぎていると判断した場合は注意する」、「食
事中はむやみに立ち上がって遊ばないようにする」、
「食事中にふさわしくない内容の話題（保育者／教
師が行儀悪いと判断した話題）については注意す
る」、「大声で騒がないようにする」、「食べものを口
に入れたまま話さないようにする」については幼稚
園、小学校の差は小さく、いずれの項目についても
半数以上の回答者が注意・指導していることがわ
かった。以上のことより、「楽しさ」を優先して、
子どもの自由に任せるのではなく、不適切なものに
ついては注意していることがわかる。一方、「話題
は子どもたちの楽しさを邪魔しないように子どもに
任せている」は幼稚園で35.7％、小学校で33.9％の
回答があったことから、話題は子ども達の楽しさを
邪魔しないように子どもにまかせている実態もある
ことがわかった。
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無回答
0
特定の子ども以外はほとんど話しをせず、食べる事に集中している
どの子どもも気がむいたら話しをしているが、会話を楽しむというところまでいっていない
子どもの仲間関係を考えて食事時の席やテーブルを囲むグループを保育者／教師が決めている
子どもの好きな人と食事できるように自分で席を選べるようにしている
特に仲間関係を意識した事はない
1.8複数回答
食事中の子どもの席
たまに立ち歩いたり、大声でしゃべったりして、食事時間を心から自由な時間として楽しんでいる
食事中の話は行儀が悪いと伝えてあるので、できるだけ静かに食事をするようにしている
食事がすすまない仲間に声をかけたり励ましたりしている
無回答
表 食事中の人間関係に関わる事項について
0.5
（％） 30.7 （％） 56.8
0
27.9
8.3
幼稚園 小学校
1.0
2.6
4.1
3.6
48.1
0.8
その他
複数回答
食事中の様子（複数回答可とし集計）
近くの席の子ども同士（同じテーブルについたグループ）で会話を楽しんでいる
18.2
0
3.7
3.1 20.8
2.9
4.2
3.9
30 0.5
6.8
35.5
93.5
3.1
0
1.6
幼稚園
97.2
食事中の教師の席
保育者は子どもと一緒に席について食事する
昼食時は子ども達の食事の世話をすることを中心にして食事は子ども達とは別の席でとるようにしている
その他
無回答
食事中、困った出来事が起きたら手を貸したり、手伝ったりして、助け合う姿が見られる
その他
小学校
50.5
40.5
8
6.8
小学校
93.2
幼稚園
82.2
0.8
57.4
2.1
表に食事中の子どもの人間関係に関わる援助や
指導について事項を示した。昼食時の子どもの席に
ついて尋ねた結果を表上段に示した。「子どもの
仲間関係を考えて食事の席やテーブルを囲むグルー
プを保育者／教師が決めている」が幼稚園で
30.7％、小学校で56.8％であった。一方、「子ども
の好きな人と食事できるように自分で席を選べるよ
うにしている」が幼稚園で30％、小学校で0.5％で
あった。「その他」には、小学校の場合、他の授業
時と同じグループで食べるという回答が複数あった
ほか、気にかける子どもと交流する、色んな友だち
と交流する、色々な子と話せる形にするという回答
が各々つあった。仲間関係を意識したことはない
というのが、幼稚園は3.1％、小学校は20.8％あっ
た。
昼食時の教師の席について尋ねた結果を表中段
に示した。幼稚園の場合は、93.5％が子どもと一緒
に席について食事しているのがわかった。小学校の
場合は、子どもと一緒の席という回答が50.5％あっ
たほか、子どもたちと別の自分の席でとっていると
いう回答が40.5％あった。
表下段には、子どもは食事中にどのようなコ
ミュニケーションを行っていると思うか食事中の様
子について尋ねた結果を示した。「子ども同士の会
話を楽しんでいる」が幼稚園で97.2％、小学校で
93.2％と最も多かった。なかには、たまに立ち歩い
たり、大声でしゃべったりして食事時間を自由な時
間として楽しんでいる子どももいる。一方、「静か
に食事をするようにしている」が幼稚園で3.6％、
小学校で6.8％あり、話をしないで食べることに集
中している子どもは、幼稚園、小学校ともに少な
かった。「食事がすすまない仲間に声をかけたりは
げましている子ども」や、「食事中困った出来事が
起きたさいに助け合う姿が見られる」が多いのは幼
稚園であった。幼稚園では、日頃から、友だち同士
のけんか後の仲直りや助け合いについて、考え行動
するように保育者が働きかけていることもあり、自
ずとこのような行動がみられることが推察される。
表には、保育者や教師が考える昼食時の意義を
示した。最も多かったのは、「昼食の時間は子ども
の人間関係上マナーを教える大切な時間である」で
あり、幼稚園は79.8％、小学校は83.7％であった。
「昼食の時間は子ども同士の仲間関係を深める大切
な時間である」が、幼稚園で69.8％、小学校では
61.1％であった。なかには、「少々騒がしくても見
守る」という回答が、幼稚園では11.6％、小学校で
は8.4％あった。
「昼食に意図的な関わりが必要」と考えているの
は幼稚園で73.4％、小学校で67.1％であり、「昼食
時間はリラックスタイムであるから指導上詳しく検
討する必要はないと思う」という回答は幼稚園では
みられず、小学校で0.5％だった。一方で、「昼食に
ついては計画をたてて指導を行っている」のは、幼
稚園で14.2％、小学校で7.1％と共に少なかった。
これより、回答者の多くは、昼食時間には、意図的、
計画的な援助や指導が必要と考える一方で、確たる
指導計画を立てて取り組んではいないことが推察で
きる。
幼稚園教育要領（2008）第章の健康の項には、
「先生や友だちと食べることを楽しむ」とある。食
に関する指導の手引き（2010）の第章には、つ
の観点のひとつである社会性について「食事のマ
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1.8
昼食の時間とは別に「食育」を行っている
食事を楽しむということは子どもに自由を保障することのバランスに苦慮している
昼食の時間は食事をとる行為を通してリラックスする息抜きの時間である
昼食の時間はリラックスタイムであるから指導案上詳しく検討する必要はないと思う
昼食の時間は他の時間と同様、保育者／教師の意図的な関わりが必要である
1.3昼食の時間を「食育」の時間として意識したことはない
昼食時には仲間と楽しく会話を楽しんでほしいので少々騒がしくても注意しないで見守る
無回答
表 昼食時の意義（複数回答可とし集計）
1.6
（％） 30.5 （％） 33.4
14.2
69.8
幼稚園 小学校
33.1
7.5
11.6
1.6
昼食については指導計画をたてて保育をしている
昼食の時間は子ども同士の仲間関係を深める大切な時間である
7.1
61.1
73.4 67.1
35.3
7.6
8.4
0 0.5
79.8
0.3
昼食の時間は子どもの人間関係上、マナーを教える大切な時間である
昼食時にマナーを教えることは食事の楽しさを阻害すると思う
83.7
0.5
ナーや食事を通じた人間関係形成能力を身につけ
る」とある。学校給食法（2008）の第条（には給
食目標のひとつに「学校生活を豊かにし、明るい社
交性、および共同の精神を養うこと」とある。保育
者や教師が食育・給食の目標や計画には社会性や共
同の精神の育成を位置づけ、重要視していること
は、本結果からも読み取れた。しかし、その具体策
はたてられていない、あるいはそのような力は自ず
と育つことに委ねられると思っていることが推察さ
れた。
次に、保育者や教師の捉えている昼食の意義が昼
食時の支援や指導にどのように現れているか検討し
た。表〜の結果についてクロス集計（SPSS）
を用いて分析し、考察したことを以下に述べる。
保育者や教師が考える昼食の意義と子どもの席に
ついての関係をみたところ、幼稚園の場合、昼食時
は子ども同士の仲間関係を深める大切な時間と考え
ているという保育者（278名 /n＝ 387）のうち、
27.3％は子どもの仲間関係を考えて食事の席を決め
たり、30％は子どもが好きな人と食事ができるよう
に席が選べるようにしているようであった。幼稚園
では食事前、食事後の保育中の座席は固定されず、
保育の内容によって移動させることが多い。そのた
め、昼食時の座席にも工夫しやすく、子どもが自由
に座席を選ぶような支援もできる。子どもが自ら席
を選べるようにするというのは、小学校の給食時に
はほとんどみられない指導だが、幼稚園において
は、子どもが自ら誰かに働きかけたり、自ら席を選
んだりするように導く保育者の意図的な援助を読み
とることができる。
一方、本調査結果から、給食時の座席を仲間関係
の構築を促すような機会と捉えているような取り組
みはみえてこなかった。Birch（1980）は幼児の仲
間との食事場面の実験を通して〜歳の幼児は嗜
好の異なる仲間が同じ食卓で食事をすると食べられ
なかった野菜を仲間の影響を受けて食べられるよう
になったことを明らかにした。高橋（2005）は、幼
児の食事場面での食事行動を観察し、幼児にとって
の「楽しさ」を「笑い」の表情から分析している。
歳児後半から歳児前半にかけての「楽しさ」に
は仲間同士でのおかしさや面白さ、会話の共有が影
響していること、また、言葉の発達に伴い、とぼけ、
ふざけといった遊び食べを通して食べながら会話の
内容を楽しむことができるようになり共食共感は社
会性の発達の目安となると述べている。
多くの幼稚園で行われていた昼食時に子どもが座
席を選ぶような支援について、なぜそのほうがよい
のか根拠は何か、明らかではない。むしろ、上述の
先行研究から得られた知見をもとに、共食の仲間の
影響を活用した食事の環境構成に注目すべきであ
る。幼児期の子どもたちにとって食卓を共に囲む仲
間との関係は食欲や言葉や会話の発達にも影響を及
ぼすことを考えると、保育者が意図的に座席を決め
ることは子どもの心身の発達を促すために取り組み
として期待できるのではないだろうか。幼児期の発
達に沿った支援が明確になれば、就学後の指導に活
かされることが期待できる。
小学校の場合は、昼食時は仲間関係を深める大切
な時間であると考えている教師（232名/n＝380）
のうち、60.8％は子どもの仲間関係を考えて食事の
席を決めており、子どもが好きな人と食事ができる
ように席が選べるようにしている（0.9％）は非常
に少なかった。
昼食時のマナーの留意点について、保育者や教師
がどのような状況で子どもを支援・指導しているの
か検討した。昼食時のマナーの留意点と保育者およ
び教師の席について、クロス集計より関係性を調
べた。
幼稚園の場合、「子どもと同じ席で食事をする」
と答えた回答者（362名/n＝387）のうち、会話や
姿勢について70〜80％程度が注意をしていた。同時
に、注意していないという回答もあり、同席してい
るのに、注意しない現状があるということがわかっ
た。同じ席で食事をとるねらいは、マナーについて
注意するだけではないが、同じテーブルで食事を共
にする大人の振る舞いは、子どもにとってよい手本
であり、影響が大きい。そのことを保育者はねらい
として取り組んでいると考えられる。
小学校の場合（表）、子どもと同じ席（192名
/n＝380）と子どもとは別の自分の席（154名/n＝
380）の回答者は、会話については70％程度、姿勢
については50〜70％が注意をおり、席の違いによる
差はほとんどなかった。小学校年生担任の半数あ
まりの教師が子どもと同じ席で食事をし、マナーに
ついても気をつけている様子からは、幼児期からの
連続性を考えて指導していることが示唆された。自
分の席で食事をとる教師の場合、姿勢や食具の使い
方について、子どもから離れたところからどのよう
幼児期の食育と共食時の人間関係（2）
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に注意を行っているのか具体的な姿が見えにくく、
マナーの改善につながっているのかどうか疑わし
い。食事時の教師の席は、会話やマナーといった子
どものコミュニケーション能力の育成を促す要因と
なるため、教育的な効果を考えるべきである。しか
し、自分の席で食事をとる教師の中には、「アレル
ギーの重症の子どもがいるため全体が見渡せるよう
に自分の席で食べている」といった事情のあるケー
スもあった。
小学校の調査において、昼食時の指導上の工夫に
ついて自由に記入してもらったところ、95件（n＝
380）の回答を得た。そのうち、机を向かい合わせ
にしてグループで食べる児童の様子がうかがえる回
答は37件あった。そのほとんどが「学習時と同じ座
席」だが、「食事時のグループ作りを工夫している」
という回答が件あった。そのほか、「決められた
給食時間を会話を楽しみながら食べられるよう見守
りながらも残りの 5-10 分は食べることに集中させ
るようにしている」、「給食リーダーを各班に一人決
めて片付けや時間内に食べ終えられるように声かけ
をさせている」、「片付けの遅い子どもに自然に手を
貸すことができるように声がけしている」、「ふだん
話をしようとしない子も話に入れるように全員が
知っている話題を提供している」「教師が入って会
話の仲立ちをし、食事の内容で話題を広げる」など
人間関係上の留意点に配慮した指導が16件みられ
た。指導計画とまではいかないが、以上のような給
食時の指導に意図的に取り組んでいる教師もいるこ
とがわかった。個々の教師が経験に基づいて意図的
な働きかけをしていることが推察される。
今後は、就学前教育・保育施設や小学校における
質的調査を通して、発達に沿った支援や意図的な取
り組みの影響を明らかにし、昼食時の支援・指導の
参考となるような指標を作成していきたい。
）食育における保・幼・小連携の取組について
姫路市のひめじ保幼小連携教育カリキュラム（姫
路市教育委員会 2011）を参考にしながら、本研究
では、これまで行った幼稚園の調査結果と今回の小
学校の調査結果を併せて、幼稚園と小学校の系統的
で、連続性のある食育について検討した。その結
果、幼小連携の接続期の援助・指導について、人間
関係の観点からの取組を表 のように整理した。
本研究の調査結果より明らかになった小学校年
生の共食時の姿は、①近くの席の子ども同士（同じ
テーブルについたグループ）で会話を楽しんでい
る、②食事時間を心から自由な時間として楽しんで
いる、③食事がすすまない仲間に声をかけたり励ま
したりしている、④食具の使い方や姿勢・会話など
年齢相応の食事のマナーが身についていない。
この姿を基にした、幼稚園におけるアプローチの
留意点は、①仲間同士で育ちあう環境づくり（座席
の工夫・援助）、②共食の場をマナーを身につける
場として意識し積極的に援助に活かす③保育者が同
じテーブルについて食事をする機会を食育に活用
する。
小学校におけるスタートカリキュラムにおける留
意点としては、①共食時の座席配置に子どもの仲間
関係がより豊かになるような配慮をする、②共食の
場をマナーを身に着ける場として意識し指導に活か
す、③教師は共食時に子どもと同じテーブルで食事
をする機会を増やし食育に活かす。
教育学論究 第号 2 0 1 4
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○近くの席の子ども同士／同じテーブルに
ついたグループで会話を楽しんでいる
○食事時間を心から自由な時間として楽し
んでいる。
○食事がすすまない仲間に声をかけたり励
ましたりしている。
○食具の使い方や姿勢、会話など年齢相応
の食事のマナーが身についていない。
○一定時間内に食べ終えることができな
い。
○食べられる量の見通しがもてず残してし
まう。
○好き嫌いのある子どもがいる
小学校スタートカリキュラムにおける指導幼稚園におけるアプローチ
ひめじ保幼小連携教育カリキュラム（姫路市教育委員会 2011）を参考に作成
小学校年生の共食時の姿
表	 幼小連携の接続期の援助および指導
○仲間同士で育ちあう環境づくりのため座
席の工夫、援助
○共食の場を、マナーを身につける場とし
て意識し、積極的に援助に活かす。
○保育者が同じテーブルについて食事をす
る機会を食育に活かす。
○完食することだけを目標にするのではな
く、一定時間内で食べられる量の見通し
がもてるように導く。
○給食への不安を軽減するため、家庭への
協力を求める
○共食時の座席配置に子どもの仲間関係が
より豊かになるような配慮をする。
○共食の場をマナーを身につける場として
意識し、指導に活かす。
○教師は共食時に子どもと同じテーブルで
食事をする機会を増やし、食育に活か
す。
○食べる量や速度における個人差に配慮し
た指導を行う。
○給食への不安を軽減するため、家庭への
協力を求める。

さらに、本研究の調査の結果、小学校年生の共
食時の気になる姿として多かったのは、①一定時間
内に食べ終えることができない②食べられる量の見
通しがもてず残してしまう、③好き嫌いのある子ど
もがいるであった。これらは、姫路市の保幼小連携
教育カリキュラムにも述べられている、小学校入学
時の子どもの姿と重なっており、共通した子どもの
姿として読みとれる。このような子どもの姿は、直
接的に子どもの人間関係に影響を与えるとは考えに
くいが、「食べるのが遅い子」「時間内に食べられな
い子」「できない子」として仲間間でマイナスの評
価付けをされる恐れがあり、そのことが間接的に子
ども同士の人間関係に影響してくるものと推測さ
れる。
そこで、共食時の気になる姿を基に幼稚園におけ
る接続期のアプローチの留意点について、姫路市の
例を参考にしながら整理した。①完全に食べきる
（完食する）ことだけを目標にするのではなく、一
定時間内で食べられる量の見通しが持てるように導
く、②給食への不安を軽減するため家庭への協力を
求める。接続期の小学校のスタートカリキュラムに
おける留意点としては、①食べる量や速度における
個人差に配慮した指導を行う②給食への不安を軽減
するため家庭への協力を求める。
保幼小の連携の視点から考えると、入学当初は、
30分以内に食事を終えることが難しい子どもがいる
のではないかと推測される。保育所や幼稚園では、
個人差尊重の指導方針（つまり食事の速さについて
は、個人差を尊重する所が多い）が、それは、一斉
にそろって食事を終えることが当たり前の小学校教
育との段差を大きくしている可能性がある。食事時
間については、保育所や幼稚園の終了間近、また、
小学校の入学当初は、柔軟に対応し、個々の子ども
が、次の環境で困らない工夫が求められる。
「食べること」は、人間生活の基本的行為のつ
である。幼少期の集団生活では、この行為を仲間と
共に行う経験をする。共食は、食育面で、子どもの
生活をより豊かにすると共に、反面、子どもが不適
応やつらさを経験する場にもなりかねない。特に幼
稚園から小学校への接続期には、幼稚園でのアプ
ローチに、小学校年生時の姿を反映させ、小学校
でのカリキュラム実践には、幼稚園でのアプローチ
を踏まえた指導が求められるだろう。また、接続期
には幼稚園、小学校のどちらにおいても、子どもの
ために家庭の協力が必要となる。
本研究を通して、幼稚園と小学校の共食時の保育
者・教師の時間の過ごし方に違いがあることが推測
された。幼稚園、小学校のいずれも、共食時を食育
の機会として有効に活用しているとは言い難い。共
食が子どもの育ちにとって重要な経験であるなら、
共食時の支援や指導の工夫は必須であり、これまで
以上に意識的にその中身や方法を検討する必要が
ある。
今回の小学校年生の担任を対象に行った調査結
果より、保育所、幼稚園、小学校に共通していると
思われたことのひとつとして、昼食時は人間関係を
育む場であるという認識が保育者や教師にはあって
も、実現に向けての具体的な試みが少ないというこ
とであった。
幼児教育の目的のひとつは「自己と社会性の育
ち」である。幼稚園や保育所で仲間と共に食べる食
事、共食は、家族とは異なる親密な関係をつくる場
としての可能性をもっている。食べる行為自体は、
個人的なものなので、誰かと食事をするのは面倒く
さい、ひとりで食べた方が気楽と思うことはごく自
然なことである。しかし、共食がもたらすプラスの
効果を考えると、誰かと一緒に食べたいなと思うよ
うな気持ちが育っていくように子どもに働きかける
ことが必要であると考える。人間関係を育くみ、社
会性が身に付くような機会を連続的に提供すること
が、教育や保育の現場には求められている。昼食時
についても子どもたちの交流にもっと教育的な計ら
いをもって取り組むことを期待したい。
本研究の質問紙調査にご協力を賜りました兵庫県
の小学校、幼稚園の皆様に感謝申し上げます。な
お、本研究は、独立行政法人日本学術振興会より平
成22年度（2010年度)〜平成25年度（2013年度）科
学研究費補助金（課題番号 22530889）の助成を受
けて研究を継続することができました。
引用・参考文献
Birch, L.L. (1980) “Effects of peer modelsʼ food choices and
eating behaviors on preschool food preferences” Child
Development, 51, 489-496
日浦直美・今津屋直子（2011） 幼稚園教諭の「食育」に
対する意識と実践の実態，日本家政学会第63回大会
要旨集）
姫路市教育委員会（2011）ひめじ保幼小連携教育カリキュ
幼児期の食育と共食時の人間関係（2）
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 6号／
／今津屋・日浦  校
39

ラム http: //www. city. himeji. lg. jp/var/rev0/0043/
9462/201242812353.pdf
今津屋直子・日浦直美 (2013) 幼児期の食育と共食時の人
間関係(1)―兵庫県下の保育所における援助実態と課
題―，関西学院大学教育学論究，5，39-46
無藤隆（2001）発達心理学から見た乳幼児期・思春期の
食体験，江原絢子編「食と教育（食の文化フォーラ
ム）」，ドメス出版，20-41
高橋美保（2005）笑いにみる子どもにとっての楽しい食
事，白鴎大学論集 1(1)，61-74
外山紀子（2000）幼稚園の食事場面における子どもたち
のやり取り―社会的意味の検討，教育心理学研究，
48，192-202
教育学論究 第号 2 0 1 4
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 6号／
／今津屋・日浦  校
40
